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十
一
月
八
日
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
平

成
十
四
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
席

上
、
三
浦
一
雄
さ
ん（
二
見
町
）が
平
成
十

四
年
度
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。三

浦
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月

民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、
二
十

二
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
福
祉

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞

は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

三
浦
一
雄
さ
ん

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
表
彰
が
十

月
二
十
九
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

行
わ
れ
、
監
査
委
員
の
川
本
重
太
郎
さ
ん

（
下
本
町
）が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、

十
一
月
十
二
日
広
江
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

川
本
さ
ん
は
、
平
成
四
年
一
月
か
ら
監

査
委
員
と
し
て
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務

を
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
卓
越
し
た
識
見
を

持
っ
て
町
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
そ
の
功
績
に
よ
る
も
の

で
す
。

全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
表
彰

川
本
重
太
郎
さ
ん

行
わ
れ
、
こ
の
席
上
、
間
野
誠
五
さ
ん

（
月
美
町
）
が
、
岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

間
野
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
二
年
九
月
に

民
生
委
員
児
童
委
員
に
就
任
以
来
、
十
五

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
福
祉
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

第
五
十
二
回
岐
阜
県
社
会
福
祉
大
会
が

十
月
二
十
三
日
、
長
良
川
国
際
会
議
場
で

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

間
野
誠
五
さ
ん

献
血
推
進
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
状
の

伝
達
式
が
十
月
二
十
一
日
、
岐
阜
地
域
保

健
所
で
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
り
献
血
に

功
績
の
あ
っ
た
団
体
へ
表
彰
状
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

当
町
関
係
分

（
株
）加
藤
組

（
株
）ユ
ー
ス
ト
ア
笠
松
店

献
血
推
進
功
労
者
岐
阜
県
知
事
表
彰

平
成
十
四
年
度
岐
阜
県
健
康
関
係
知
事

表
彰
が
十
一
月
十
五
日
、
岐
阜
県
庁
で
行

わ
れ
、
保
健
衛
生
事
業
功
労
の
部
門
で
、

医
師
の
岡
田
信
道
さ
ん（
東
陽
町
）、
地
域

保
健
事
業
功
労
の
部
門
で
母
子
保
健
推
進

員
の
伊
藤
順
子
さ
ん（
柳
原
町
）、
尾
藤
光

枝
さ
ん（
美
笠
通
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
よ

り
、
笠
松
小
学
校
を
は
じ
め
、
羽
島
郡
内

の
小
・
中
学
校
の
校
医
（
眼
科
）
と
し
て
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
町
の
健
診
に
も
尽
力
さ
れ
、

地
域
住
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
三
年
に
、
尾

藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
四
年
に
、
母
子
保
健

推
進
員
に
就
任
以
来
、
乳
幼
児
健
診
の
受

診
勧
奨
や
、
母
親
へ
の
相
談
・
助
言
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
、
母
子
保
健
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

岐
阜
県
健
康
関
係
知
事
表
彰

岡田信道さん伊藤順子さん尾藤光枝さん
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十
月
二
十
三
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
鬼
束
惇
哉
さ
ん（
田
代
）を
広
江
町
長
が

十
月
二
十
五
日
に
訪
ね
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と

の
言
葉
と
と
も
に
祝
金
百
万
円
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

鬼
束
さ
ん
は
、
現
在
は
入
院
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
祝
状
に
目
を
と
お
さ
れ
る
と
丁

寧
に
頭
を
下
げ
、
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
ま
し

た
。

町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の
所
生

の
皆
さ
ん
が
十
月
二
十
九
日
、
自
分
た
ち

で
育
て
て
き
た
さ
つ
ま
い
も
の
「
い
も
掘

体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
に
比
べ
雨
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
夏
の
間
、
毎
日
水
を
や
り
苦
労

し
て
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
出
し
て

は
、
所
生
た
ち
は
収
穫
を
喜
び
合
い
ま
し

た
。ま

た
、
十
一
月
八
日
に
は
、
所
生
と
親

が
い
っ
し
ょ
に
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も

で
、「
さ
つ
ま
い
も
サ
ラ
ダ
」
や
「
大
学

い
も
」
な
ど
を
作
り
、
秋
の
味
覚
を
堪
能

し
ま
し
た
。

町
赤
十
字
奉
仕
団
が
十
一
月
五
日
、
ひ

と
り
暮
し
の
お
年
寄
り（
七
十
歳
以
上
）二

百
二
十
五
人
を
訪
ね
、「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の

こ
と
ば
を
か
け
、
団
員
手
作
り
の
お
は
ぎ

を
贈
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
た
ち
は
、
心
の
こ
も
っ
た
訪

問
に
感
謝
さ
れ
、
奉
仕
団
員
の
皆
さ
ん
と

の
会
話
に
和
や
か
な
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う

鬼
束
惇
哉
さ
ん
へ
長
寿
者
褒
賞

ひ
と
り
暮
し
の
お
年
寄
り
を
訪
問

町
赤
十
字
奉
仕
団

「芸術の秋」力作が勢揃い
笠松町美術展

秋の味覚
「さつまいも掘体験」
町心身障害者小規模授産所

第
三
十
二
回
笠
松
町

美
術
展
が
十
一
月
二
日

か
ら
四
日
ま
で
中
央
公

民
館
・
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
日
本

画
・
水
墨
画
・
洋
画
・

彫
塑
工
芸
・
書
・
写

真
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

部
門
に
三
百
七
十
一
人

か
ら
の
作
品
五
百
十
九

点
が
展
示
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
訪
れ
た
千
五
百

人
ほ
ど
の
参
観
者
は
力

作
に
感
心
し
な
が
ら
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
企
画
運
営
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
が
同

時
に
開
催
さ
れ
、
そ
の

収
益
金
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

大切に育て豊作となった「さつまいも」

町
内
外
か
ら
多
く
の
か
た
が
参
観
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公
民
館
主
催
の
「
生
涯
学
習
発
表
会
」
が
十
一
月
十
日
に
松
枝
公
民
館
と

総
合
会
館
、
十
七
日
に
は
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
学
習
し
た
成
果
が
う
か
が
え
る
手
工
芸

品
・
絵
画
・
生
け
花
な
ど
数
多
く
の
作
品
の
展
示
や
体
操
・
踊
り
・
コ
ー
ラ

ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ
り
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

中央公民館

総 合 会 館

松枝公民館

美しいハーモニーのコーラス

各展示コーナーに多くのかたが訪れた

お点前披露 フラワーアレンジメント

見事な作品に来
場者も足を止め
て見ておられま
した

▲

リズム体操▲

歌謡舞踊

美しい着物姿に客席からため息（着付）
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スポーツ

レクリエー
ション

シニアソフトテニス

選手権大会
2選手が優勝

県シニアソフトテニス選手権
大会が10月 6 日、各務原市運動
公園庭球場で開催され、当町か
ら出場された次のかたが見事優
勝されました。

（敬称略）

45歳以上の部

優　勝 熊 田 章 甫（門　間）
55歳以上の部

優　勝 鵜 飼 達 哉（無動寺）

第24回全国レディーステニス
大会が11月 6 日から 8 日までの
3 日間、昭和の森スポーツセン
ター（東京都）で開催され、中嶋
きし子さんが岐阜県チームの選
手兼監督として出場され、全国
の強豪相手に健闘されました。

第57回国民体育大会秋季大会が高知県で
10月21日から31日までの11日間開催され、
当町から次のかたがたが出場されました。

（敬称略）
〔監　督〕

坂井田昌弘　陸上男子
尾藤伸 治　バドミントン少年女子

〔選　手〕

鈴木　　慎　ソフトボール少年男子
松 原 尚 紀　ホッケー少年男子
高 島 寛 司　ホッケー少年男子

全国レディーステニス大会に

中嶋きし子さん（瓢町）
が出場

国民体育大会（秋季大会）に

町より5人が出場

激励会で活躍を誓う監督・選手

町
老
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
十
月
三

十
日
、
町
民
体
育
館
で
六
十
歳
以
上
の
元
気
な

お
年
寄
り
五
百
六
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
お
年
寄
り
の
相
互
の
交
流
と

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、〝
お
お
ぐ
ち
パ
ッ
ク
ン
〞
や
、〝
今
日
は

大
物
釣
る
ね
〞
な
ど
十
一
種
目
の
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

〝
今
日
は
大
物
釣
る
ね
〞
…
大
物
が
ヒ
ッ
ト
！
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私
た
ち
笠
松
道
場（
柔
道
）の
部
員
は
、
下
は
5
歳

か
ら
上
は
50
歳
代
ま
で
い
ま
す
。
親
子
で
練
習
に
通
っ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

女
性
や
初
心
者
の
か
た
も
軽
い
運
動
を
す
る
と
い

う
気
持
ち
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？

た
く
さ
ん
の
か
た
が
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
毎
週
金
曜
日

午
後
8
時
〜
9
時
30
分

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館

柔
道
場

〔
連
絡
先
〕
無
動
寺

坂
口
高
子

宅

3
8
8
・
1
3
2
6

いい汗流しませんか
笠松道場（柔道）

寒
い
季
節
に
は
、
体
の
中
か
ら

暖
ま
る
牛
乳
を
使
っ
た
シ
チ
ュ
ー

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
牛
乳
に

は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
が
多
く
含
ま
れ
栄
養
価
の
高

い
食
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉

①
鍋
に
バ
タ
ー
を
入
れ
て
溶
か

し
、
小
麦
粉
を
ふ
り
入
れ
練
り
、

ル
ー
を
つ
く
る
。

②
た
ま
ね
ぎ
は
大
き
め
に
ス
ラ
イ

ス
し
、
に
ん
じ
ん
は
い
ち
ょ
う

切
り
、
パ
セ
リ
は
み
じ
ん
切
り

に
す
る
。

③
別
の
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、

た
ま
ね
ぎ
を
よ
く
炒
め
る
。
次

に
に
ん
じ
ん
と
肉
だ
ん
ご
を
加

え
、
水
を
材
料
が
か
く
れ
る
く

ら
い
ま
で
入
れ
る
。

④
沸
騰
し
た
ら
ア
ク
を
す
く
い
、

調
味
料
を
加
え
煮
込
む
。
材
料

に
火
が
通
っ
た
ら
、
①
の
ル
ー

を
加
え
牛
乳
と
脱
脂
粉
乳（
ぬ

る
ま
湯
で
溶
い
た
も
の
）を
加

え
、
味
を
調
え
る
。

⑤
最
後
に
パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

肉だんご ………………180g
たまねぎ………………中1個
にんじん……………1／2本
コンソメ ………小さじ1

A 塩 …………小さじ1／4
こしょう……………少々

脱脂粉乳……………大さじ3
牛乳 ……………………60㏄
小麦粉 ……大さじ2と1／2
バター………………大さじ1
パセリ …………………少々
サラダ油 ………………少々

4
人
分

材

料

肉だんごのクリーム煮

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

38歳・秋 「死んでもいい」と思っ
ていた。ある夜、不思議なワゴンに
乗った。
そして－自分と同い歳の父と出逢っ

た。僕らは、友達になれるだろうか？
過去に戻って、はたして家族の再生

はあるのか。

流
星
ワ
ゴ
ン

下
羽
栗
会
館

著
者

重
松

清

発
行

講
談
社

石から生まれた孫悟空はたちまち

猿たちの王となり、妖魔を制圧し、

仙人に術をならい、閻
えん

魔
ま

王
おう

と対決。

はては天界で大あばれ。とうとう釈

迦如来と対決することに…。

西
遊
記（
上
・
中
・
下
巻
）

松
枝
公
民
館

著
者

渡
辺
仙
州

発
行

偕
成
社

目の前で金が倍になる－。参考人た
ちが口を揃えてこう証言する詐欺事件
に警視庁は困惑していた。そこに現れ
たマジシャンを志す1人の少女。彼女
が語った金が倍になるトリックとは？
「人を騙すこと」を業とする「奇術師」
対「詐欺師」の頭脳戦推理小説。

マ
ジ
シ
ャ
ン

中
央
公
民
館

著
者

松
岡
圭
祐

発
行

小
学
館

BOOK
“いい汗”を流している部員の皆さん

｛
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子
ど
も
た
ち
の
言
葉
は
「
こ
の
か
わ

い
い
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
あ
げ

た
い
」と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

世
の
中
は
、
大
人
た
ち
の
身
勝
手
な

行
動
で
多
く
の
子
ど
も
が
傷
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
私
た
ち
大
人

は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
り
、

良
き
人
格
と
な
り
、
良
き
社
会
を
作

る
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

外
に
遊
び
に
行
く
と
き
は
、「
知

ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
っ
て
は
だ
め

で
す
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

地
域
の
安
全
性
、
誰
で
も
入
れ
る

私
た
ち
、松
枝
小
学
校
P
T
A
は
、

『
う
ち
の
子

よ
そ
の
子

松
枝
の

子

み
ん
な
で
見
守
り
育
て
よ
う
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
常
に
活
動

の
充
実
を
願
い
、
子
ど
も
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

先
日
、
学
校
の
運
動
場
で
、
元

気
よ
く
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

に
声
を
か
け
た
ら
「
お
じ
さ
ん
も

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
よ
」
と
誘
わ

れ
ま
し
た
。

知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
に
疑
う
こ
と

を
知
ら
な
い
純
粋
で
優
し
い
松
枝
の

笠松町道徳教育連絡会議

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
の
目
に

つ
く
有
害
情
報
や
雑
誌
、
ど
こ
に
で

も
捨
て
て
あ
る
ゴ
ミ
、
と
て
も
見
守

り
育
て
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
が
作
り
上
げ
た
こ
の
社
会

で
、
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
、

見
守
り
育
て
て
い
く
の
か
は
、
大
き

な
問
題
で
す
。
そ
う
し
た
中
、
私
た

ち
P
T
A
は
、ま
ず
子
ど
も
た
ち
が
、

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
七
月
の
「
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
」

は
、
地
区
委
員
長
会
が
中
心
と
な
っ

て
「
レ
ス
キ
ュ
ー
守
ろ
う
命
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
消
防
署
や
地
域
の
消

防
団
の
か
た
の
協
力
に
よ
っ
て
大
切

な
こ
と
を
多
く
学
び
ま
し
た
。
救
急

車
や
消
防
車
が
来
る
ま
で
の
五
分
間

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
や
、
身
近

な
タ
オ
ル
を
使
い
怪
我
を
し
た
と
き

の
応
急
手
当
な
ど
を
教
え
て
も
ら
う

真
剣
な
親
子
の
姿
を
見
て
、
こ
の
よ

う
に
体
験
す
る
こ
と
で
、「
身
を
守

る
」
と
い
う
言
葉
が
、
行
動
で
き
る

知
恵
に
変
わ
っ
て
い
け
ば
大
変
に
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
の

こ
と
を
丁
寧
に
・
慎
重
に
検
討
し
な

が
ら
、
P
T
A
と
し
て
の
や
る
べ
き

事
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

見
守
り
育
て
よ
う

松
枝
の
子

松
枝
小
学
校
P
T
A

会
長

本
谷

剛
勇

教育委員会だより

教育電話相談

悩
ん
だ
ら

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

子
ど
も
を
も
つ
親
で
し
た

ら
、
一
度
は
経
験
が
あ
る
子
ど

も
会
活
動
。
今
は
ど
ん
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

・
お
宮
・
道
路
・
公
園
掃
除

・
自
転
車
点
検
、
花
壇
整
備

・
七
夕
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

・
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
芋
掘
り
、
祭
り
、
子
ど
も
み

こ
し

・
球
技
大
会
、
相
撲
大
会

・
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
、
社
会
見
学

・
ラ
ジ
オ
体
操
、
運
動
会
参
加

・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

ま
だ
ま
だ
あ
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
く
ら
い
羽
島
郡
の
各
子

ど
も
会
は
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
会
活
動
の
ね
ら
い

は
、
子
ど
も
の
心
を
育
み
、
健

や
か
に
成
長
す
る
の
を
手
助
け

す
る
た
め
の
も
の
。
今
し
か
で

き
な
い
体
験
活
動
を
数
多
く
さ

せ
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
子
ど
も
会
は
異
年
齢

集
団
で
一
つ
の
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。
年
上
の
子
が
年
下
の

子
に
力
の
配
分
を
考
え
な
が
ら

接
し
た
り
、
逆
に
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
と
甘
え
、
信
頼
し
た
り

す
る
こ
と
で
心
が
成
長

す
る
の
で
す
。
そ
れ
を

わ
が
子
も
他
の
子
も
一

緒
に
見
つ
め
、
集
団
全

体
の
成
長
を
考
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
、
親

と
し
て
子
ど
も
会
に
参

加
し
て
い
る
良
さ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
会
活

動
の
中
身
は
、
町
や
郡

の
事
例
発
表
会
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
町
の
発

表
会
に
つ
い
て
は
各
町
公
民
館

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

羽
島
郡
の
事
例
発
表
会
は
、
平

成
十
五
年
二
月
二
十
三
日
十
三

時
よ
り
川
島
小
学
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
す
。

親子で学ぶ子ども会
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職員の給与等の実態を町民の皆さんにご理解いただく
ために、その状況について次のとおり公表します。

区分

（1）人件費の状況（一般会計決算）

13年度 21,751人 6,362,634
千円

376,835
千円

1,377,668
千円 21.6% 23.0%

住民基本
台帳人口
（H14.3.31）

歳出額A
区分 内　　　　　　　容

配偶者 月額16,000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 月額 6,000円
（ただし、扶養手当の支給対象にならない配偶者がある場合、扶養親族のうち1人6,500円）
職員に配偶者のない場合、扶養親族のうち1人 月額11,000円
その他の親族 月額 3,000円
16歳から22歳の子 1人につき5,000円加算
借家・借間に係る手当
月額12,000円を超える家賃を負担している職員に対して
家賃額に対応して支給 月額27,000円以内
自宅に係る手当
月額1,000円（新築または購入後 5 年間1,500円加算）
交通機関等利用者
運賃相当額　 最高支給額　月額50,000円
自動車等使用者
2㎞以上（片道）使用者に距離に対応して支給
月額2,000円（2㎞以上5㎞未満）～20,900円（40㎞以上）

扶
養
手
当

国
の
制
度
と
同
じ

住
居
手
当

通
勤
手
当

実質収支 人件費B
人件費率
（B／A）

13年度の
人件費率

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区分

（2）職員給与費の状況（一般会計予算）

14年度 154人 623,519
千円

86,846
千円

270,706
千円

981,071
千円

6,371
千円

職員数A
給料

給　与　費

職員手当 期末・勤勉手当 計B

1人当たり
給与費
（B／A）

※職員手当には退職手当を含んでいません。

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
（平成14年4月1日現在）

区　分

一般行政職

技能労務職

平均給料月額

340,033円

252,250円

平均給与月額

357,010円

263,450円

平均年齢

43.1歳

53.8歳

（8）特別職の報酬等の状況　　　　（平成14年4月1日現在）
区　分

（9）部門別職員数の状況　　　　　　 （各年4月1日現在）
区分 職員数 対前年増減数

部門 平成13年 平成14年 平成13年 平成14年 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

政
部
門

特
別
行

会
計
部
門

公
営
企
業
等

普通会計計

合　　計
（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休

職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

議　会
総務企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
小　計
教　育
小　計

水　道
下水道
その他
小　計

3人
49人
15人
42人
9人
2人
1人
10人
131人
37人
37人
168人
3人
7人
8人
18人
186人

3人
50人
14人
41人
11人
2人
1人
10人
132人
23人
23人
155人
3人
7人
7人
17人
172人

0人
△6人
0人

△2人
2人

△1人
0人
0人

△7人
△2人
△2人
△9人
0人
0人
5人
5人

△4人

0人
1人

△1人
△1人
2人
0人
0人
0人
1人

△14人
△14人
△13人
0人
0人

△1人
△1人
△14人

業務の見直し
退職によるもの
他団体への派遣者復帰によるもの

業務の見直し

業務の見直し

教育委員会　管理者変更
によるもの

月　額

町　長
助　役
収入役

810,000円
695,000円
615,000円

給

料

区　分 月　額

議　長
副議長
議　員

320,000円
280,000円
260,000円

報

酬

支給総額

職員1人当たり支給平均額

13年度分時間外勤務手当（一般会計分）

35,711,565円

276,834円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成14年4月1日現在）

一　般
行政職

大学卒

高校卒

経験年数5年

211,300円

174,400円

区　分 経験年数10年

249,900円

211,300円

経験年数20年

357,400円

322,900円

（6）一般行政職の級別職員数の状況（一般会計分）（平成14年4月1日現在）

（注）職員数は、給料表の異なる医療職（保健師）、技能労務職を除いています。

区　分

標準的な職務内容

職員数（人）

構成比（%）

前年の構成比（%）

（7）職員手当の状況　　　　　　　（平成14年4月1日現在）
区　　分 笠 松 町

国と同じ

国と同じ

国と同じ

国と同じ
20年以上勤続者1号給

国
期末
1.45月分
1.55月分
0.55月分
3.55月分

支
給
割
合

勤勉
0.6月分
0.55月分

1.15月分

有

定年前早期退職特例措置
（2%～20%加算）

1号俸

職制上の段階、職務の
級等による加算措置

その他の加算措置
退職時特別昇給

6 月 期
1 2 月 期
3 月 期
計

勤続 2 0 年
勤続 2 5 年
勤続 3 5 年
最高限度額

期
末
勤
勉
手
当

退
職
手
当

8級

9

6.12

6.90

7級

課長

15

10.20

9.65

6級

22

14.97

15.17

5級

38

25.85

26.21

4級

24

16.33

15.86

3級

主任

32

21.77

20.69

2級

主事

6

4.08

4.14

1級

主事補

1

0.68

1.38

計

147

100.00

100.00

部長
課長

課長
補佐 係　長

（4）職員の初任給の状況　　　　　（平成14年4月1日現在）

区　分
決定初任給

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

採用2年経過日
給 　 料 　 額 決定初任給

174,400円

141,900円

188,900円

151,800円

採用2年経過日
給 　 料 　 額

笠　松　町 国

一　般
行政職

大学卒

高校卒

自己都合
21.0月分
33.75月分
47.5月分
60.0月分

支
給
率

勧奨・定年
28.875月分
44.55月分
62.7月分
62.7月分

※平成14年10月分より10%減額して支給しています。

（10）定員適正化計画の数値目標

区　分

職員数
増　減

H12年
計画前年

H13年
1年目

H14年
2年目

H15年
3年目

H16年
4年目

H17年
5年目

H13年～H17年
計

189人 184人 185人 185人 185人 183人 183人

△5人 1人 0人 0人 △2人 △6人

①定員適正化目標
平成13年度を初年度とし、平成12年4月1日現在の職員数を5年間で6人削減する。

②定員適正化の概要
組織の再編成、事務事業の見直し及び民間委託等により、職員を
削減し、新たな行政需要・行政責務の増大や権限委譲等により、増
加する事務に職員を再配置し、職員定数を抑制する。

定員適正化計画

区分
指数

9年度 10年度 11年度 12年度 13年度
95.2 93.8 94.5 94.5 95.2

区分
職員数

10年度 11年度 12年度 13年度 14年度
163人 163人 160人 154人 155人

（11）過去5年間のラスパイレス指数（国の給料100に対する町の給料指数）の推移
（各年4月1日現在）

（12）過去5年間の町職員数（一般会計分）の推移
（各年4月1日現在）
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給与所得者の所得税は、毎月の給与やボーナスから源泉徴収されていますが、1 年間の給与総額
に対する所得税額と毎月の給与などから源泉徴収された所得税の合計額は、必ずしも一致しません。
これは、結婚や出産などにより年の中途で扶養親族の数が変わる場合や、生命保険料控除や損害

保険料控除などのように、年末に一度に控除することとなっている所得控除があるからです。

そこで、その年最後の給与などが支払われる際に、所得税の
過不足額の精算が行われます。これを「年末調整」といいます。
大部分の給与所得者は、年末調整によりその年の所得税の納税
を完了することになりますので、「年末調整」は給与所得者に
とって、確定申告に代わる大切な手続きであるといえます。

給与所得の金額の計算について

給与所得の金額は、給与の収入金額から給与所得控除額を差し引いて算出します。
給与所得者の場合は、勤務に伴う必要経費などの概算控除として、給与所得控除額が給与の年収

額に応じて定められています。

確定申告をしなければならない場合

1年間の給与収入が2,000万円を超えるかたや、給与所得や退職所得以外の所得金額（収入金額－必
要経費）の合計額が20万円を超えるかたなどは確定申告が必要です。

確定申告をすると所得税が還付される場合

確定申告をする必要のないかたでも、次のような場合は、確定申告をすると源泉徴収された所得
税が還付されることがあります。

①マイホームを住宅ローンなどで取得した場合

②多額の医療費を支払った場合

③災害や盗難にあった場合

④年の中途で退職し、再就職していない場合

⑤給与所得者の特定支出控除の特例の適用を受ける場合

《給与所得控除額》

162万5,000円以下

162万5,000円超～180万円以下

180万円超～ 360万円以下

360万円超～ 660万円以下

660万円超～ 1,000万円以下

1,000万円超

年　　　　　収 控　　除　　額

65万円

年収×40%

年収×30％＋ 18万円

年収×20％＋ 54万円

年収×10％＋120万円

年収× 5 ％＋170万円

【問合先】
・岐阜南税務署 271-7111
・税務課（内線116・117）

給与所得者の年末調整給与所得者の年末調整
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本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備

え
、暖
房
器
具
な
ど
の
点
検
は
、

万
全
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
や
職

場
で
は
暖
房
器
具
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に

持
ち
運
び
が
容
易
で
、
操
作
が

簡
単
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
広

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
取
り
扱
う

場
合
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
ス
ト
ー
ブ
の
上
方

に
は
、
洗
濯
物
を

干
し
た
り
、
可
燃

物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ

う
。

消防署
石油ストーブの
取り扱いにご注意

羽島郡広域連合 388・1195

②
給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

式
タ
ン
ク
の
場
合
は
、
口
金

を
完
全
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

③
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
の
近
く

で
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
使
用
に
際
し
て
は
、
器
具
の

取
り
扱
い
説
明
書
に
記
載
し

て
あ
る
注
意
事
項
を
よ
く
読

み
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
正
し
く
使
い
、

火
災
予
防
を
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
快
適
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

国民年金保険料は、納付期限から2年を経過すると納めることができませんが、免除を承
認された期間や学生納付特例期間については、10年以内であれば納めることができます。こ
れを追納といいます。
免除を承認された期間は、将来、老齢基礎年金の年金額の計算が保険料を納付した場合の

3分の1の計算となります。（半額免除については3分の2）また、学生納付特例期間については、
老齢基礎年金の受給資格期間に含まれますが、年金額には反映されません。
満額の老齢基礎年金のを受けるためにも、保険料を追納することをおすすめします。
なお、2年以上経過した期間を追納する場合、当時の保険料に加算がつき、平成14年度中

（平成14年4月から平成15年3月まで）に追納する場合は下記の金額になります。
※追納する場合は、免除を承認された期間の古い期間から順に納めることになります。ま
た、学生納付特例期間がある場合は、学生納付特例期間から先に納めることになります。

免除を受けた月

平成 4年度（平成 4年 4月～平成 5年 3月）

平成 5年度（平成 5年 4月～平成 6年 3月）

平成 6年度（平成 6年 4月～平成 7年 3月）

平成 7年度（平成 7年 4月～平成 8年 3月）

平成 8年度（平成 8年 4月～平成 9年 3月）

平成 9年度（平成 9年 4月～平成10年 3月）

平成10年度（平成10年 4月～平成11年 3月）

平成11年度（平成11年 4月～平成12年 3月）

※すでに10年経過した月の保険料については、追納することができません。

追納保険料額

14,460円

14,850円

14,870円

14,860円

14,810円

14,600円

14,390円

13,830円
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こ
の
鐘
は
、
高
さ
五
十
一
セ
ン
チ
、
口

径
三
十
四
セ
ン
チ
、
重
量
十
三
・
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
大
き
さ
で
鋳や

き
あ
が
り
、
音
色

と
も
非
常
に
良
い
も
の
で
す
。
龍
頭

り
ゅ
う
と
う

は
角

の
あ
る
「
き
龍
」
を
左
右
対
象
の
双
龍
型

そ
う
り
ゅ
う
が
た

に
配
し
、
尾
部
を
上
に
し
て
接
合
し
た
形

で
あ
り
、
突
起
物
も
鋭
く
繊
細
で
、
乳
の

間
の
乳
は
大
形
で
形
の
良
い
茸あ

し

形
を
し
て

お
り
、
室
町
時
代
後
期
の
特
徴
を
よ
く
残

し
て
い
ま
す
。
池
の
間
に
は
飛
雲

ひ

う

ん

と
鬼
神

き

し

ん

が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
鬼
神
は
、

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

の
守
り
神
十
二
神
将
の
う
ち
迷め

企き

羅ら

大
将
と
波
夷
羅

は

い

ら

大
将
の
二
体
で
、
そ

の
彫
刻
の
形
状
か
ら
見
て
原
形
は
奈
良
、

興
福
寺
の
木
彫
像
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
笠
部
に
四
文
字
と
下
帯
に
三
十
二
文

字
の
吉
祥
文

き
っ
し
ょ
う
ぶ
ん

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
保
存

状
態
は
非
常
に
良
く
、
奉
納
さ
れ
た
由
来

か
ら
み
て
、
あ
る
い
は
宝
器
と
し
て
珍
重

さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
池
の
間
に
は

「
奉
納

加
納
城
主

奥
平
飛

守

敬
白

寛
永
七
稔
未
九
月
十
二
日
」

「
濃
州
葉
栗
郡
笠
町

本
宮正

八
幡
宮
之

時
鐘
也

右
の
鑄
師

岐
阜
住

藤
原
甚
左
衞
尉
正
次
」

と
刻
ま
れ
、
八
幡
神
社
へ
の
奉
納
者
・
時

期
・
鋳
師

い
も
の
し

が
明
ら
か
で
す
。

「
加
納
城
主
奥
平
飛

守
」
は
、
幼
名

よ
う
み
ょ
う

を
千
松

せ
ん
ま
つ

と
称
し
、
慶
長
十
九
年（
一
六
一

四
年
）父
の
第
二
代
加
納
城
主
奥
平（
松
平
）

摂せ
っ

津つ

守の
か
み

忠た
だ

政ま
さ

が
大
阪
の
陣
に
従
軍
し
よ
う

と
し
て
急
死
し
た
後
を
継
い
で
、
若
干

じ
ゃ
っ
か
ん

七

歳
で
第
三
代
加
納
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

千
松
は
元
和

げ

ん

な

七
年（
一
六
二
一
年
）将
軍
秀

忠
よ
り
偏
諱

へ

ん

き（
将
軍
あ
る
い
は
大
名
な
ど

が
家
臣
の
功
あ
る
者
、
ま
た
は
元
服
の
際

な
ど
に
名
の
一
字
を
与
え
た
）を
与
え
ら

れ
て
松
平
忠
隆
と
称
し
、
飛

守
に
任
ぜ

ら
れ
ま
し
た
が
、
寛
永
九
年（
一
六
三
二

年
）正
月
、
二
十
五
歳
で
没
し
ま
し
た
。

病
弱
で
跡
継
が
な
か
っ
た
た
め
、
領
地
は

没
収
さ
れ
、
加
納
松
平
家
は
断
絶
し
ま
し

た
。奥

平
忠
隆
は
、
神
仏
に
祈
願
す
る
こ
と

が
多
く
、
寛
永
七
年（
一
六
三
〇
年
）笠
町

（
当
時
の
笠
松
の
呼
称
）の
八
幡
神
社
に
時

鐘
を
奉
納
し
、
自み

ず
か

ら
の
快か

い

癒ゆ

を
願
っ
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
八
幡
神
社
を
尾
張
国
葉

栗
郡
富
田
村
か
ら
笠
町
に
勧か

ん

請じ
ょ
う（

神
仏
を

移
し
迎
え
て
新
し
く
祭
る
こ
と
）し
て
造

営
が
進
ん
で
い
る
と
き
で
も
あ
り
、
こ
れ

を
祝
っ
て
時
鐘
を
奉
納
し
た
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
寛
永

七
年
は
午
年
で
あ
り
、
銘
文
の
「
未
」
は

翌
八
年
に
当
た
り
、
干
支

え

と

に
誤
り
が
あ
り

ま
す
が
、
工
芸
品
と
し
て
も
優
れ
た
作
で

あ
り
、
ま
た
、
笠
松
町
の
歴
史
を
知
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

資
料
館
で
展
示
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

栗本幸一　東宮町30 388・0553

齋藤好子　中川町20 387・0812

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・1496

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談
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歳末たすけあい募金に
ご協力をお願いします! !

平成15年1月13日

笠松町新成人の集い 中央公民館

お
願
い

情
報

お知
らせ

【月　日】平成15年 1 月13日（月）
【時　間】午前10時30分～（受付午前10時～）
【場　所】中央公民館
【該当者】町内在住の昭和57年 4 月 2 日から昭和58年
4 月 1 日までに生まれたかた。
ただし、笠松中学校を卒業されたかたで、現在、他

市町村に住んでいるかたでも、笠松町で新成人の集い
に参加したいかたは参加することができますので、12
月16日（月）までにご連絡ください。
※該当者には、12月初めに案内状を送付します。12月
中ごろになってもお手元に届かない場合はご連絡く
ださい。
なお、身体が不

自由で介添の必要
なかたは、当日受
付で申し出てくだ
さい。

12月は「歳末たすけあい運動」月間です。
この運動は、援助や支援を必要とする人たちが、安

心して暮らすことができるよう、地域で支えあうもの
です。
この運動の資金にあてる歳末たすけあい募金にご協

力をお願いします。
○歳末たすけあい募金の受付
町社会福祉協議会
長池408－1
387・5332（福祉健康センター内）

工業統計調査など実施 企画課

12月31日現在で工業統計調査および岐阜県輸出関係
調査が実施されます。
調査対象事業所へは12月下旬から 1 月中旬までに調
査員がお伺いしますので、ご協力をお願いします。
【対　象】

工業統計調査…製造業を含むすべての事業所
岐阜県輸出関係調査…製造業を営む事業所のうち従
業員 4 人以上で製品・半製品を原形のまま輸出して
いる事業所、あるいは輸出向け製品を賃加工してい
る事業所

▼
▼

町民スキー教室 町体育協会

【参加資格】町内に在住・在勤のかた
【定　員】90人（定員になり次第締切り）
【月　日】 1 月25日（土）
【集合場所】中央公民館前
【集合時間】午前5時15分集合
【場　所】モンデウス（飛騨位山スノーパーク）
【参加料】中学生以下　　　4,000円

そのほかのかた　4,500円
【申込み】 1 月14日（火）までに町体育協会事務局（中央
公民館内）へ

法 律 相 談 町社会福祉協議会

法律にかかわる相談に弁護士が応じます。ご利用く
ださい。
【月　日】12月18日（水）
【時　間】午後 1 時～ 4 時
【場　所】福祉健康センター
【相談員】佐藤千代松弁護士
【費　用】無料
【申込締切】12月12日（木）
※相談は 7 人まで、定員を超える場合は抽選
【申込先】町社会福祉協議会　 387・5332

生後6か月のお子さんの神経芽細胞
腫検査休止のお知らせ 岐阜地域保健所

岐阜県公衆衛生検査センターでは、生後 6 か月の乳
児を対象に保護者から対象児の検体（尿）の送付を受け
て神経芽細胞腫検査（小児がん検査）を実施しています
が、次の期間は受付を休止しますのでご注意ください。
【検体受付休止期間】

12月26日（木）～平成15年 1 月 5 日（日）
【問合先】岐阜地域保健所　 0583・80・3001
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中央公民館

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所
福 祉
健康センター 388-7171

松枝公民館 387-0156

388-1111

（町体育協会事務局） 388-3231

下羽栗会館

総 合 会 館

福 祉 会 館

387-2360

387-8432

387-1121

387-5332町社会福祉
協 議 会

祝日、振替休日も生ごみ収集します
各家庭から出される生ごみの収集を12月23日（月）の

祝日から、祝日・振替休日（年末年始を除く）に関係な
く生ごみの収集を行うことになりました。
ごみを出す時には、必ず水切りや分別をして出して

ください。

家庭教育シリーズ講座⑦ 中央公民館

町では、家庭教育の在り方について考え、明るく楽
しい家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を
開催しています。
第 7 回目は、次のように行いますので、是非お出か
けください。
【月　日】12月13日（金）
【時　間】午後 7 時30分～ 9 時15分
【場　所】中央公民館集会室
【講座内容】

「それって人権？」
講師　岐阜県人権啓発センター指導員

高平　利男氏

新春ファミリーマラソン大会 町体育協会

【月　日】 1 月19日（日）
（予備日　 2 月 9 日（日））
【時　間】午前 9 時30分集合
【場　所】笠松競馬場
【参加資格】町内に在住・在勤のかたおよびマラソン
愛好者

【種　目】

①小学生　 4 年生以下／ 5 年生／ 6 年生の各部
（男・女…1,400m）
②中学生の部（男・女…1,800ｍ）
③一般の部（男・女…1,800m）
④体験ジョギングの部…1,100m
※出場者は、必ず運動靴を着
用してください。なお馬場
の状況によっては汚れます
のでご注意ください。

【申込み】 1 月10日（金）まで
に町体育協会事務局（中央
公民館内）へ

①飲酒運転の追放
・飲酒運転追放三ない運動
「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない、飲ませない」を地域ぐるみで推進しましょう。

②薄暮時における高齢者の事故防止
・薄暮時は、早めにライトを点灯し、安全運転に努めましょう。
・夜の外出には目立つ服装で反射材を身に付けましょう。

③シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
・運転者・同乗者は、いつでもどこでも、必ずシートベルトを着用しましょう。
・幼児を同乗させるときは、子供の体格に合ったチャイルドシートを正しく使用しましょう。

運動の重点
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【
場
所
】
V
R
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

（
各
務
原
市
須
衛
町
4
丁
目
1
7
9

の
1
）

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

【
定
員
】
20
人

【
受
講
料
】
無
料（
た
だ
し
、
検
定

料
・
教
材
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
12
月
4
日

・
5

日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
・
本
人
が

直
接
申
込
み
、
電
話
申
込
み
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

2
9
4
・
3
8
0
0

年
賀
状
の
準
備
は
い
か
が
で
す

か
。
年
賀
状
は
、
12
月
15
日

か

ら
引
受
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
る
べ
く
、
12
月
24
日

、

ま
で
に
お
出
し
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
笠
松
郵
便
局

3
8
7
・
5
9
4
4

（
本
人
が
直
接
申
込
み
、
電
話
申
込

み
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
問
合
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

2
9
4
・
3
8
0
0

【
月
日
】
12
月
11
日

【
時
間
】
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

【
場
所
】
岐
阜
経
済
大
学

9
4
0

1
教
室（
大
垣
市
北
方
町
5
の
50
）

【
入
場
料
】
無
料

【
定
員
】
2
0
0
人（
申
込
不
要
）

【
内
容
】

「
物
質
文
明
を
超
え
て
―
資
源
・
環

境
革
命
の
21
世
紀
―
」

講
師

東
海
学
園
大
学
客
員
教
授

佐
伯
康
治

氏

【
問
合
先
】
岐
阜
経
済
大
学
研
究
課

0
5
8
4
・
7
7
・
3
5
3
4

【
講
習
科
目
】
パ
ソ
コ
ン（
長
期
）

【
内
容
】
表
計
算
ソ
フ
ト（
エ
ク
セ
ル
）

の
基
礎
的
操
作
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
3
級
受
験

【
講
習
期
間
】
1
月
15
日

〜
2
月

20
日

（
延
べ
21
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
職
種
】
①
総
合
職
正
社
員
候
補

②
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
契
約
社
員

③
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

【
採
用
人
数
】
①
・
②
…
各
1
人（
20

〜
30
歳
）、
③
1
人（
18
〜
35
歳
位
）

【
時
給
】
①
9
5
0
円

②
8
0
0

円

③
7
5
0
円（
社
会
保
険
・
通

勤
手
当
あ
り
）

【
問
合
先
】

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
人
事

課（
川
島
町
笠
田
町
1
5
6
4
の
1
）

0
5
8
6
8
9
・
6
7
6
6

【
講
習
科
目
】
経
理（
初
級
）

【
内
容
】
簿
記
の
基
礎
・
簿
記
3
級

検
定
受
験

【
講
習
期
間
】
1
月
20
日

〜
2
月

21
日

（
延
べ
21
日
間
）

【
時
間
】
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

【
場
所
】
県
人
財
開
発
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
学
園
町
2
の
33
）

【
対
象
者
】
再
就
職
を
希
望
す
る
か
た

【
定
員
】
20
人

【
受
講
料
】
無
料（
た
だ
し
、
検
定

料
・
教
材
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
日
時
】
12
月
11
日

・
12

日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
申
込
先
】
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

公

開

講

演

会

岐
阜
経
済
大
学

研
究
課

経
理
（
初
級
）
講
習

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン（
長
期
）講
習

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

年
賀
状
の

準
備
は
い
か
が
で
す
か

笠
松
郵
便
局

契
約
社
員
、
ス
タ
ッ
フ
募
集

オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク

テニスコート（1月分）
【月日】12月25日（水）
【時間】午後7時30分～
【場所】中央公民館

（株）

ごみ川柳

生ごみも
土にかえして

花づくり
岐阜県第5回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品
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21

28

7

13

20

27

6

12

19

26

5

11

18

25

4

15

22

29

8

1

16

23

30

9

2

17

24

31

10

3

15

全町一斉清掃日 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（松）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠） 可燃物（松・下） 紙製容器包装（下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 古紙類など 可燃物（笠）
可燃物（松・下）
紙製容器包装（笠）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）

健康教室（高脂血症）
9:00～9:15

福祉健康センター

歯みがき教室
9:30～9:40

福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

献血
9:00～11:00 笠松刑務所
12:30～14:00

ニチメンロジテック（株）
15:00～16:00 岐セン（株）
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 福祉会館

パパママスクール
（育児編）

9:20～9:30 第一保育所

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

健康相談
13:30～14:30 福祉会館

育児・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30 総合会館

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

家庭の日

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

献血
9:00～10:30 （株）オーツカ
11:00～12:00 赤塚縫工（株）
13:00～16:00 愛生病院
健康教室（糖尿・肥満）
9:00～9:15
福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

健康教室（高脂血症）
9:00～9:15

福祉健康センター

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

育児相談
10:00～11:30

第一保育所
育児・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ素塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
健康相談
13:30～14:30 福祉会館

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

12月
DECEMBER

天皇誕生日

今月の納税・納付

国 定 資 産 税　第 4 期

国民健康保険税 第 9 期

介護保険料 第 9 期

納期限 1月 6日（月）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
は

12
月
11
日
か
ら
何
月
何
日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
12
月
末
日
ま
で

に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
2
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

10
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

10
月
20
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

伊
藤
将
、
鈴
木
み
つ
の
、
高
橋
興
一
郎

広
報
ク
イ
ズ

笠
松
小
6
年
生
の
「
菊
集
会
」

菊
づ
く
り
で
学
ん
だ
こ
と
な
ど
の
発
表

や
劇
（
写
真
）、
楽
器
演
奏
を
父
兄
や
5

年
生
の
前
で
披
露
。

こ
の
伝
統
の
菊
づ
く
り
は
、
6
年
生
か

表

紙

平成
13年

12月
8日生

射手
座

平成13年12月1日生射手座

水野浩二・利恵さんの子近藤桂司・智子さんの子

未香ちゃん（田代）佑
ゆう

樹
き

くん（東宮町）

ら
5
年
生
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

（
10
月
13
日
撮
影
・
三
保
育
所
合
同
運
動
会
）

まちの人口
平成14年11月1日現在

人 口 22,125人
男　　10,679人

女　　11,446人

世帯数

7,426世帯

前月比

（ 12）

（ 0）

（ 12）

（ 15）


